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Ⅰ 定期監察の趣旨

定期監察とは，県職員の不祥事の温床あるいは背景に繋がる虞のある状況を事前に排

除，改善し，もって不祥事の発生を未然に防止する目的から実施する監察である。

したがって，特定の所属や職員個人を対象として，その非違行為等の有無について，

個別に監察を行うものではない。

平成２１年度については，次に掲げるテーマを設定し，監察を実施した。

Ⅱ 定期監察テーマ及び選定理由

１ 定期監察テーマ

「風通しの良い職場環境」に向けて

２ 選定理由

今年度，懲戒処分となった職員の処分理由において，遅刻や無断欠勤などの怠業や公

用パソコンの不適正使用など，職場環境に起因したものが散見されることから，職員一

人ひとりに管理監督者の目が行き届くとともに，職員間で十分なコミュニケーションが

行える「風通しの良い職場環境」となっているかについて監察を行うこととした。

Ⅲ 定期監察の概要

１ 対象所属

定期監察の対象として，職員数や執務室の分散性，職種の多様性などの職場環境を考

慮し，次の各庁舎を対象とするが，監察の結果については，個別に各庁舎を評価するも

のではなく，全体として評価を行うものとする。

① 東部県土整備局徳島庁舎

② 東部県土整備局鳴門庁舎

③ 東部県土整備局吉野川庁舎

④ 南部総合県民局県土整備部阿南庁舎

⑤ 南部総合県民局県土整備部那賀庁舎

⑥ 南部総合県民局県土整備部美波庁舎

⑦ 西部総合県民局県土整備部三好庁舎

⑧ 西部総合県民局県土整備部美馬庁舎
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２ 実施時期

平成２１年１０月～平成２２年３月

３ 監察従事者

① 徳島県監察統括監

② 徳島県監察局職員

４ 主な監察手続

あらかじめ対象所属から提出された，勤務管理等に関する事前調査書及びコンプライ

アンス意識等に関するアンケート調査書などの結果をふまえ，各所属において所属長や

次長（勤務時間管理者）をはじめ各担当事務を総括する課長補佐等（以下「担当リーダ

ー」という。）からヒアリングを行うとともに，実際の執務環境の点検を実施した。

５ 監察の視点

「風通しの良い職場環境」づくりには，管理監督者による各職員の勤務実態の把握は

もちろん，執務室のレイアウトなど物理的な側面も重要な意味を持つところである。

これに加え，職員間のコミュニケーションがスムーズに行えてこそ，職場での意思疎

通が深まり，相互理解が高まるものであり，その結果として，組織全体へのコンプライ

アンス意識の浸透へと繋がるものであると考える。

このことから，今回の定期監察は次の４つの視点から実施することとする。

(1) 勤務管理及び関連する手続きは適正に行われているか。

① 出退勤はどのように把握されているか。

② 休暇の請求手続はどのように行われているか。

③ 出張の決裁・確認はどのように行われているか。

(2) 執務室のレイアウト等は適当であるか。

① 職員の執務状況把握の妨げになっていないか。

② パソコンの不適正使用を誘発するものでないか。

(3) 上司と担当職員のコミュニケーションは十分に行われているか。

① 上司は担当職員の業務内容の実態を把握しているか。

② 上司は担当職員の体調や私生活での悩み等にも留意しているか。

(4) コンプライアンス推進への取組が図られているか。

① 所属として不祥事を教訓に職場環境の改善を進めているか。

② 職員一人ひとりにコンプライアンス意識は浸透しているか。
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Ⅳ 調査結果

１ 事前調査の概要

(1) 調査時期

平成２１年１０月２０日（火）～１１月４日（水）

(2) 調査方法

個別に事前調査書を手渡し，回答を回収

(3) 調査対象

対象所属における担当リーダー

(4) 調査回答者数（回答率）

対象者５７人のうち回答者５７人（回答率１００％）

(5) 調査結果

問１ 日ごろ，担当職員の出勤及び退勤の状況を確認していますか。

① 確認している ８４．２％（４８人）

② 確認していない １５．８％（ ９人）

問２ 職場のレイアウトは，すべての担当職員の勤務状況を目視できる配置とな

っていますか。

① なっている ７７．２％（４４人）

② なっていない ２２．８％（１３人）

問３ 毎日の担当職員の執務内容・状況を把握していますか。

① 把握している ７３．７％（４２人）

② 把握していない ２６．３％（１５人）

問４ 担当職員の出張先や内容，予定所要時間等を事前に把握していますか。

① 把握している ８４．２％（４８人）

② 把握していない １５．８％（ ９人）

問５ 出張した担当職員が帰庁した際，出張の結果等の確認をしていますか。

① 確認している ８２．５％（４７人）

② 確認していない １７．５％（１０人）

問６ 担当職員とのコミュニケーションを十分図っていますか。

① 図っている ８４．２％（４８人）

② 図っていない １０．５％（ ６人）

③ その他 ５．３％（ ３人）
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問７ これまで，担当職員の仕事や家庭等での悩みに気づいたことはありますか。

① ある ２９．８％（１７人）

② ない ７０．２％（４０人）

(6) 結果分析（各設問に確認方法や理由等を記載する補足説明の記入欄を設けており，

結果分析の際に活用）

① 問１から問５にかけて，担当リーダーが担当職員の勤務状況を十分に確認でき

ていないとする回答が，１５．８％から２６．３％の割合で存在する。

この主な理由は，担当によっては，同じ担当内であっても，各庁舎から離れた

場所に設置された作業所や詰所に駐在する職員がいること，また，同じ庁舎内で

あっても別室で勤務する職員がいることから，担当リーダーが全担当職員の出退

勤の確認や日々の執務内容等を把握するのが難しい状況にあることである。

② 担当職員とのコミュニケーションについて，多くの担当リーダーは，日常の会

話や定期的なミーティングの開催などにより，コミュニケーションを持とうと努

めている姿勢が窺えるが，世代間のギャップやプライベートな問題にどこまで立

ち入って良いのか等に苦慮しているとの意見も多かった。また，日々の業務に追

われ，担当職員とのコミュニケーションに十分な時間を取れないといった悩みも

多く見られた。

２ アンケート調査の概要

(1) 調査時期

平成２１年１０月２０日（火）～１１月４日（水）

(2) 調査方法

各人に配備されているパソコンの電子申請システムから匿名により回答（パソコ

ンが未配備の職員については，個別にアンケート調査書を手渡し，回答を回収）

(3) 調査対象

対象所属における担当職員（各担当における担当リーダーを除く正規職員）

(4) 調査回答者数（回答率）

対象者４３６人のうち回答者３４７人（回答率７９．６％）

(5) 調査結果

問１ 職場において，コンプライアンス推進への取組が浸透しつつあると思いま

すか。

① 思う ９２．２％（３２０人）

② 思わない ７．８％（ ２７人）
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問２ 仕事上の懸案事項や人間関係の悩みなど，上司等に相談しやすい雰囲気で

すか。

① 相談しやすい雰囲気である ８９．０％（３０９人）

② 相談しやすい雰囲気ではない １１．０％（ ３８人）

問３ 職場において，勤務態度，素行等で問題と思う職員はいませんか。

① いる ２０．７％（ ７２人）

② いない ７９．３％（２７５人）

問４ これまで，職員の行為で違法・不当であると感じた事案はありますか。

① ある ９．５％（ ３３人）

② ない ９０．５％（３１４人）

問５ 問４で「① ある」と回答された方は，その際，どのような対応をしまし

たか。

① 「職員等からの通報の処置等に関する要綱」に基づき通報した ６．１％（ ２人）

② 上司等に相談した ３３．３％（１１人）

③ 特に何も対応していない ４２．４％（１４人）

④ その他 １８．２％（ ６人）

(6) 結果分析（各設問に理由や事案等を記載する補足説明の記入欄を設けており，結

果分析の際に活用）

① ９２．２％の者が「コンプライアンス推進への取組が浸透しつつある」と回答

しており，これまでのコンプライアンス推進に向けた取組により，一定の成果が

認められるものの，「勤務態度，素行等で問題と思う職員がいる」と回答した者が，

２０．７％存在する。

この数値は，「勤務態度，素行等で問題と思う職員がいる」と感じている者の割

合であり，実際に問題のある職員の割合を示したものではないが，今後とも，組

織の隅々にまでコンプライアンス意識を浸透させる取組が必要である。

② 「過去に職員の行為で違法・不当であると感じた事案がある」と回答した者が，

９．５％おり，このうち，そのことについて，「特に何も対応していない」と回答

した者が，４２．４％に達している。この違法・不当と感じた事案が，いつの出

来事なのか判断できないため，コンプライアンスの浸透を通じて，職員倫理の徹

底が図られつつある現在，当該職員がこのような状況に直面した場合に，どのよ

うに対応するかは不明である。

しかしながら，今後こうした状況に直面した場合に，上司や通報窓口へ相談す

るなど，職員一人ひとりが適切に対応できるよう，引き続き，健全な職場環境の

醸成に向けた取組が必要である。
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３ 現地調査の概要

(1) 各庁舎実施月日

平成２１年１１月 ９日（月） 東部県土整備局鳴門庁舎・吉野川庁舎

平成２１年１１月１２日（木） 南部総合県民局県土整備部那賀庁舎

平成２１年１１月１６日（月） 東部県土整備局徳島庁舎

平成２１年１２月１４日（月） 西部総合県民局美馬庁舎・三好庁舎

平成２１年１２月２１日（月） 南部総合県民局阿南庁舎・美波庁舎

(2) 調査結果

各所属において実施したヒアリングや執務室の点検など，現地調査から把握した

現状については，次のとおりである。

① 勤務管理及び関連する手続きは適正に行われているか。

ア 出退勤はどのように把握されているか。

通常，担当リーダー等による目視での確認を基本とし，状況に応じ，昨年４月

から導入された総務事務システム（職員の給与，服務等に係る届出等に関する事

務処理を行うための電子情報処理組織をいう。以下同じ。）による確認を併用して

いる。

しかしながら，担当内に同一庁舎内の別室で勤務する職員がいる場合，担当リ

ーダーが別室の職員の出退勤の状況を把握することは難しい。

庁舎によっては，担当リーダーが目視できる箇所に，パソコンを設置し，別室

勤務の職員が，当該パソコンから出勤簿に入力する姿を担当リーダー等が確認す

ることにより，出勤状況を把握している所属もある。しかし，こういった対策を

講じていない所属においは，出勤状況の把握は難しく，また，退勤状況について

は，いずれの職場においても把握することは困難である。

なお，担当内に庁舎と離れた場所に設置された作業所や詰所に駐在する職員が

いる場合，担当リーダーが作業所等に駐在する職員の勤務実態を把握することは，

さらに困難である。

作業所等が近距離の場合は，毎朝夕，担当リーダー等が作業所等に出向き，勤

務の状況を確認しているケースもあるが，遠距離の場合，毎日の勤務実態を把握

することは，極めて困難である。

イ 休暇の請求手続はどのように行われているか。

総務事務システムの導入に伴い，休暇の請求手続は，請求者が同システムを通

じて入力することになり，担当リーダーを経由した後，決裁権者が確認すること

により完結し，手続の迅速化や省力化が図られている。

このため，所属によっては，情報共有を徹底するため，紙ベースでの決裁を併

用したり，口頭での事前報告を徹底したりするなどの対策を講じているが，一部

の所属においては，稀にではあるが，コミュニケーション不足から，担当内の業

務に関連の深い係長等が担当職員の休暇取得の情報を把握できていないケースが

見受けられた。
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ウ 出張の決裁・確認はどのように行われているか。

総務事務システムの導入に伴い，出張伺い等の決裁についても，同システムを

通じて行われており，休暇の請求手続と同様に，担当リーダーを経由し，決裁権

者により決裁されている。

職員の出張については，スケジュール管理用のホワイトボードや同システムの

スケジューラー（スケジュール管理ツール）等を活用し，担当内で情報共有を図

っている。

② 執務室のレイアウト等は適当であるか。

ア 職員の執務状況把握の妨げになっていないか。

同一フロアにありながら，キャビネット等の設置により，担当リーダーから担

当内のすべての職員が見渡せないレイアウトとなっている所属がある。

また，書類の整理状況が悪く，担当職員の机上に書類が積み上げられ，担当リ

ーダーから担当職員が見通せない状態を放置している所属がある。

イ パソコンの不適正使用を誘発するものでないか。

各職員の机のレイアウトについては，座席の後ろに通路となるスペースが取ら

れ，各職員のパソコン画面が目視できるなど，概ね職員相互の目が届きやすいレ

イアウトとなっており，パソコンの不適正使用の有無をチェックしやすい状態と

なっている。

しかしながら，上記のように，一部の所属では，担当リーダーから担当内のす

べての職員が見通せない状態を放置している所属もあり，担当リーダーから各職

員の勤務状態を目視できず，ひいてはパソコンの不適正使用などを誘発する虞も

考えられる。

③ 上司と担当職員のコミュニケーションは十分に行われているか。

ア 上司は担当職員の業務内容の実態を把握しているか。

概ね管理職員や担当リーダーから積極的にコミュニケーションを持とうとする

姿勢が窺えた。

しかしながら，担当によっては，日常業務に追われ，担当内ミーティングが開

催できないなど，担当内において十分なコミュニケーションが持たれておらず，

担当職員の業務内容の実態を十分把握できていない担当リーダーも存在する。

イ 上司は担当職員の体調や私生活での悩み等にも留意しているか。

業務を円滑に進めるため，上司として担当職員の現状を把握する上で，コミュ

ニケーションの重要性は認識しつつも，個人のプライバシーの尊重との兼ね合い

で，コミュニケーションの取り方に苦慮しているケースが見受けられる。
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④ コンプライアンス推進への取組が図られているか。

ア 所属として不祥事を教訓に職場環境の改善を進めているか。

全庁的に取り組んでいるコンプライアンス推進週間中の取組の他に，各所属で

独自に研修やミーティング，面談等を反復して行うなど，職場環境の改善を進め

る姿勢が窺えた。

イ 組織の隅々にまでコンプライアンス意識は浸透しているか。

昨年度からの一連の取組により，職員一人ひとりにコンプライアンス意識が浸

透しつつある反面，職員のモチベーションの低下を指摘する意見があった。

Ⅴ 監察結果

１ 監察の視点から

(1) 勤務管理及び関連する手続きは適正に行われているか。

① 担当リーダーと別の場所で勤務する職員の勤務管理について

同一担当の執務場所は同一室内へ集約

担当内で同一庁舎内の別室で勤務する職員がいる場合，担当リーダーが別室の担

当職員の勤務実態を把握することは，難しいと言わざるを得ない。

服務規律の確保には，少なくとも担当リーダー等による勤務実態の把握が欠かせ

ないことから，スペース確保等の問題はあるものの，レイアウトを工夫するなどし

て，可能な限り同一担当については，同一室内に集約することが望ましい。

また，庁舎と離れた場所に設置された作業所や詰所に駐在する職員のいる所属に

ついても，服務規律の確保に担当リーダー等による勤務実態の把握が欠かせないの

は同様である。勤務管理の観点からは，作業所・詰所についても同一庁舎に集約す

ることが望ましいものの，集約については，スペース確保といった物理的な問題の

他に，作業所・詰所の管轄区域が庁舎から距離的に遠く，業務を行うにあたり，時

間的なロスが発生するなど，業務の効率性に関わる大きな問題が存在する。

今後，作業所・詰所における職員の勤務管理のあり方を検討していく必要がある

と思われるが，暫定的な手段として，作業所・詰所に勤務する職員の中から，そこ

に勤務する職員の勤務状況を確認する役割を担うサブリーダーを指定し，当該サブ

リーダーから担当リーダーへの毎朝夕の報告を徹底するなどの工夫が必要であると

思われる。
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② 総務事務システム導入後の勤務管理について

総務事務システムの活用と担当内での意思疎通の徹底

本来，総務事務システムにおいては，事務効率化のため，職員からの直接発生源

入力を基本とし，休暇及び出張については，決裁を経た後はスケジューラーに反映

され，担当内の情報共有が図られている。

しかしながら，実際の運用においては，急な予定変更など，同システムでの対応

が十分できない場合も想定されることから，休暇や出張等についての情報共有につ

いて，同システムのみに頼ってはならない。

日ごろから担当内の意思疎通を十分図っておくことで，同システムを補完できる

と考えられることから，基本的なことではあるが，今一度，担当内の意思疎通の徹

底に取り組む必要があると思われる。

(2) 執務室のレイアウト等は適当であるか。

お互いの顔が見える健全な職場環境づくり

服務規律の確保には，お互いの顔が見える環境が大切であり，これにより個人個

人の法令遵守の精神が高まり，自浄作用の向上に資する面がある。

しかしながら，キャビネット等の設置により，担当内が分断され，担当リーダー

から全体が見渡せないレイアウトとなっている所属があるほか，担当職員の机に書

類が積み上げられ，担当リーダーから担当者の顔が見えない状態を放置している所

属もある。

「風通しの良い職場環境」は，文字通り，物理的にも「風通しの良い職場環境」

から生まれるものである。キャビネット等で担当内が分断されている所属において

は，レイアウトを工夫するなど，可能な限り分断を解消するよう努め，書類の整理

状況に問題がある所属においては，速やかに改善を図る必要がある。

また，こうした物理的にも「風通しの良い職場環境」を実現することが，パソコ

ンの不適正使用の防止にも繋がると考える。

(3) 上司と担当職員のコミュニケーションは十分に行われているか。

職員間のコミュニケーションによる良好な人間関係の形成

組織や各職員が「職員の不祥事は，個人の資質の問題である」として，不祥事防

止対策に消極的であることは，許されることではない。

各自が職場内でのコミュニケーションを十分に行うことが，業務を円滑に進める

だけではなく，職員の不祥事を未然に防止する上で，大きな力を発揮する。
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職場内の人間関係がスムーズで，「風通しの良い職場環境」であれば，自ずと不祥

事が起こりにくい職場の雰囲気が醸成されるとともに，例え，職場内に不祥事が潜

んでいても，互いに相談しやすい環境から，早い段階で発見しやすくなり，不祥事

を「芽」のうちに摘み取ることが可能となる。

また，心の問題を抱える職員が発するサインに対して，早期発見が可能となり，

早期対応を行うことにより，職員のメンタルヘルスの向上にも繋がる。

これらのことから，各職場においては，職員の相互理解を深め，組織として，悩

みや課題を共有しながら，職員一人ひとりが意欲をもって業務に当たれるような職

場環境づくりを進めていく必要がある。

このような職場環境づくりには，所属長をはじめとした管理職員の果たす役割は

もちろんであるが，各担当職員を直接総括する担当リーダーの果たす役割が非常に

大きいと思われる。

しかしながら，今回の調査により，多くの担当リーダーは，コミュニケーション

を持とうと努めている姿勢が窺えるものの，世代間のギャップやプライベートな問

題への介入について悩んでいる姿も垣間見られた。

今後，さらに，所属長をはじめとした管理職員，あるいは担当リーダーが率先し

て挨拶の励行に心がけることはもとより，定期的にミーティング等を開催するなど，

職場におけるコミュニケーションを十分に行うとともに，その能力を磨き，人的管

理能力を高める必要があるが，組織としても研修の充実を図るなど，職員を後押し

する対策を講ずべきと思われる。

(4) コンプライアンス推進への取組が図られているか。

コンプライアンス推進活動の継続・反復

昨年度からのコンプライアンス推進への取組により，職員一人ひとりの間に，あ

る程度コンプライアンス意識が浸透しつつあると感じられる。

しかしながら，コンプライアンス推進への取組に終わりはなく，県民の目線で日

々点検し，常に改善を意識することにより，さらに質の高い行政サービスの提供に

繋げていかなくてはならない。

そのためには，これまで実施してきたコンプライアンス推進週間をはじめとした

全庁的な取組と各所属における独自の取組を継続・反復して行うことが何より重要

であるが，形骸化することのないよう，工夫する必要がある。例えば，事例研究を

活用した意見交換等を取り入れることも，一つの有効な手段と思われる。

また，コンプライアンス推進に取り組む中で，職員のモチベーションの低下を指

摘する声もあった。しかし，職員が公務員としての仕事に誇りを持ち，仕事に成果

を発揮した場合はもとより，地道に取り組んだことが正当に評価されることが浸透

すれば，組織も活性化し，自ずと職員のモチベーションも上がるはずである。
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昨年，「職員表彰制度」の見直しを行ったように，今後とも職員一人ひとりが，県

民の期待に応えうる組織の一員として，「誇り」と「自信」を持って職務に精励でき

るよう，「制度設計・運営」に取り組んでいく必要がある。

２ 終わりに

昨年度来の相次ぐ県職員の不祥事により，失った県民からの信頼を一日も早く取り戻

すため，県庁一丸となって信頼回復に取り組む必要があり，こうした取組の一環として

監察局が設置されたものである。

今回の定期監察については，「職員の不祥事を未然に防止するためには，職場として

いかにあるべきか」という観点から，まずはその基本となる「風通しの良い職場環境」

をテーマとして，各庁舎等現地を訪れ，監察を実施したものである。

今回テーマに挙げた「風通しの良い職場環境」とは，日常的に良い意味での相互チェ

ック機能が働きつつ，人間関係がスムーズであり，円滑な業務執行が確保されている職

場であると考えられる。

これを実現するためには，これまで以上に，管理監督者が各職員の勤務実態の把握に

努めるとともに，これを推進するため執務室のレイアウト等を改善することが大切であ

る。

また，それとともに重要なのは，そこに働く「人」の意識であり、職員の相互理解が

深まることにより，「風通しの良い職場環境」が形成され，そこに働く「人」の意識も

変革される。

こうした一連の取組があってこそ，職員一人ひとりのコンプライアンス意識が高まり，

徳島県の目指す「県民からの信頼回復」が実現し，より質の高い行政サービスの提供に

繋がっていくものと確信する。

終わりにあたり，今回の定期監察結果報告書の内容が，「職員が働きやすい良好な職

場環境」の形成や「不祥事をしない・許さない職員意識」を涵養することへの一助とな

れば幸いである。
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